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一．はじめに　
明治二二年（一八八九）八月一九日・二〇日の大雨により、甚大
な被害を被った奈良県吉野郡十
と
津つ
川かわ
村の人々は、北海道の三地域に
移住、入植 果たした。すなわち、現在の行政区分で北海道①新十津川町、②滝
たき
川かわ
市（屯田兵村のひとつ滝川兵村） 、③深
ふか
川がわ
市（雨
う
竜りゅう
十津川村）であった。本稿では②滝川市、③深川市を取り上げる（図１） 。山村に住む人々が平地（農村）に直面した場合、それまで築かれていた帰属意識はどのように保持され、もしくは文化変容（A
cculturation ）していったのか、その変遷を各地域に創立された
神社（滝川兵村には滝川神社、雨竜十津川村には芽
め
生む
神社）の創立
由縁と、創立したその後の動向を通しながら分析する
（１）
。
二．滝川兵村の開村　
滝川市は、石狩平野北部、石狩川中流域に位置している。かつて
は、空
そら
知ち
太ぶと
と呼ばれており、明治二三年（一八九〇）に「滝川村」
戸長役場が置かれ、同年屯田兵四四〇戸が入植したことにはじまる（２）
。明治一八年（一八八五）頃は、市
いち
来き
知しり
（現三笠市）までの入地
しかなされておらず、滝川地域（空知太）を含む以北方面は未開  明治期の十津川水害による三地域への北海道移住の比較（３）　　　　　
―帰属意識と文化変容―
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図１　北海道地方西部 （出所）著者作図
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地で、地理的に知られていない場所であった。札幌に続く第二次屯田入植計画として内陸部の開拓が構想され、 明治一九年（一八八六）五月に市来知から忠
ちゅくぺっぷと
別太（現旭川市）間の「上
かみ
川かわ
道路」の建設が始
まり
（３）
、翌年に石狩川沿岸の調査が詳細にされた
（４）
。
　
明治二一年（一八八八）九月、北海道庁長官永山武四郎
（５）
は、札幌
から上川方面に向かう途中、石狩川と空知川の合流地点にあたる滝川地域を視察調査した
（６）
。結果、屯田兵村の有力な候補地として、川
の氾濫や氾濫湿原を避け 一段小高い農耕最適の平野部が選定される（藤原編一九八一：二一五） 。　
同年一一月一七日に「屯田兵増殖ノ儀ニ付上申」が黒田清隆内閣
総理大臣に提出され、一二月一八日陸軍大臣大山巌から黒田総理へ閣議の要請が行なわれた。翌年二月には、黒田総理から正式の承認を得て、 樺
かば
戸と
集治監の囚人を使って屯田兵屋の建設がはじまった （滝
川市史編一九八一：二〇六～二〇七） 。　
滝川地域への最初の入植者は、被災した二カ月後の明治二二年
（一八八九） 一〇月一八日から北海道へ移住を開始した十津川の人々であった。詳細は前稿（２）に記したが、同年一 月一八日までに三回に分けて移住者一行が到着した
（７）
。十津川の人々には、建設中で
あった屯田兵屋が宿舎として割り当てられ、翌春まで越冬した。未完の家が多かったので、一棟一七坪半に四家族約一六人程度がひとつの屯田兵屋で過ごし いる。　
滝川地域に入植させる屯田兵の募集は、すでに明治二二年
（一八八九） 九月二八日付官報に登載されていた。 対象とした士族は、新潟県、福井県、石川県、佐賀県、山口県、熊本県、福岡県、鹿児島県より百戸、山形県より八〇戸（九県八八〇戸）であったが、十津川の人々にも屯田兵の希望者を募ることとなり、告示通りの人数を各県から募集しないこととなった（滝川市史編一九八一：二〇九～二一三） 。　
十津川の人々が滞在する屯田兵屋には、同年一一月二四日に陸軍
局加治定武が来村し、屯田兵志願の心得を諭告したことで 多くの志願者があった。同年一二月四日・六日に屯田兵検査を行ない七五名が合格、同月七日の再募集でも三七名が志願し、最終的には計九五戸が屯田兵としてこのまま 屋に残留することが決まった。三．滝川屯田兵としての生活　
明治二二年（一八八九）に十津川村より九五戸、明治二三
年（一八九〇）に六県三四 戸 屯田兵が滝川兵村（南滝川兵村二二二戸、北滝川兵村二一八戸）に入植を果たした。士族籍限定の募集で成立した最後の屯田兵村（士族 ）で、入村当時は第五大隊第一中隊、第二中隊に編成された
（８）
。
　
入植者の出身府県の内訳は、 『屯田兵名簿』
（９）
によると、南滝川兵
村（十津川村五七戸、山形県四五戸、熊本県一五戸、山口県四七戸、佐賀県三一戸、福岡県一七 鹿児島県一〇戸） 、北滝川 村（十
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津川村三八戸、山形県五七戸、熊本県一二戸、山口県五三戸、佐賀県二七戸、福岡県二二戸、鹿児島県九戸） （小林二〇〇三：九七～一一四）である。主に九州地方の士族が多く入植した。　
山形県より入植した菅原庄次郎は、
過去帳を管理しており屯田兵の系譜を書き留めていた。孫にあたる菅原武男氏
）（1
（
によると、滝川兵村は、表向
きは士族籍限定で募集されたが、平民の次男や三男などが士族籍を買って入植した例、故郷で平民と士族が土地と籍を交換して入植した例、新しい戸籍を作って入植した例があると伺った。十津川 人々は、明治維新により村民すべてが士族籍となったが、士族屯田の滝川兵村では、入植し 屯田兵すべてが士族出身なかった。この傾向は、明治二〇年代以降に形成された他の士族屯田の屯田兵村にもいえる。　
ただ、十津川村から三歳の時に滝
川兵村に入植した風穴カン氏
）（（
（
の談に
は「私たちは大和の十津川です。新
十津川の人達と同じですが、私たちは武士で爺さんが京都詰めでしたから屯田兵に入れたの 。 」 （金子他一九七〇：二二～二三）とあることから、屯田兵は士族出身者しかなれないという意識は持っ
図２　滝川兵村の屯田兵屋配置図 （出所）『屯田兵名簿』をもとに著者作図
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ていたことが分かる。　
ところで、明治二〇年代より形成された石狩川上～中流域の屯田
兵村の兵屋配置は、 「密居制」から「疎居制」へ移行した時期に成立しているが
）（1
（
、滝川兵村の入植配置図をみると「密居制」がとられ
ていた。 屯田 の割り当てはくじ引きで決定したといわれている。十津川の人々には、先に入植し いたのが関係しているのか、大隊本部に近い屯田 屋が割り当てられ、大半が一戸空い 隣の屯田兵屋に居住し おり、ある程度同郷を近隣にさせる配慮があったと思われる。また、 南滝川 、 北滝川兵村に れて編成されたといっても、道路を挟んで隣同士であったことが分かる（図２） 。　
滝川兵村の生活はどうであったのか。昭和五〇年代（一九七五
～一九八四）の滝川市は、現在よりも人口 四千人余り多く、 「典型的な農業生産によって支えられて る裕福な地方都市」 （伊藤一九七九：二一）といわれている。伊藤論文（伊藤一九七九：二一～二二）によると、屯田兵は一年目の開拓が終わってから、麻を主に栽培したという。二年目、三年目の現役時代も 中隊本部の指令に従い中隊全員が一斉に作付けをし、予備役時代 主産物も麻栽培であった。他は、各戸で戸主と父親が相談して決め、豆類 麦類牧草などを作付けた。　
また、リンゴの苗を屯田兵司令部より持ってきて各戸に植えたと
ころ、成績が悪くなかったので、明治二五、 六年頃より自家用に試作を始めている。商品作物として考えていたが 収穫は三、 四年後
になるので、その間生計を立てるのに苦労をしていたが、明治三四年 （一九〇一） 、 明治三九年 （一九〇六） の害虫による凶作で全滅する。　
稲作は、 個人的に入植の年より沢を利用して試作をした者がおり、
苦心談が多く残 。 畑作 特に豆類の収穫が良かった が救いであったが、米を収穫できない年は続き、 活は厳しく、明治末期から大正初期に屯田兵の半数以上が滝川兵村を離れていった。第一次世界大戦後の恐慌では、市街地へ働きに行っても、辛うじて一日の生計を立てる賃金しか取れなかった。滝川兵村が稲作を始めたのは、大正五年（一九一六）八月に土功組合を結成してからで、道庁の助成を受け水田用灌漑溝が開削され、大正末期に本格的になった。　
滝川兵村の屯田兵は各府県から入植し 大きく異なる気候にどの
ような農作物が適し いるか、各自試行錯誤を続けていた。この状況で、特に山村に生活 て た十津川の人々は、農作業への不慣れも手伝い 農業で生計を立てるには相当の苦労があったことが推察できる。滝川兵村に入植した十津川村出身者 屯田兵の離村率の資料は残っていない。四．滝川神社の創立由縁　
滝川兵村では、明治二三年（一八九〇）八月に滝川神社の前身で
ある遥拝所が勧請された。 『滝川町発展史』には、 「第二大隊長野崎貞次
）（1
（
、第三中隊長縣左門、第四中隊長山縣俊信の三名は、遥拝所建
設の計劃を樹て之を部下の将校下士と圖り
･･･ 」 （坂東編一九一一：
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一〇七）とある。発起人三名は屯田幹部であり、明治政府から派遣された人物による遥拝所建立の議であった。遥拝所は、 北滝川兵村、南滝川兵村のちょうど中央となる二の坂丘上に建設され、祭神天照大神と、天皇、皇后、皇太子の御真影が祀られた。　
また、記録には「第四中隊三九四番地戸主佐伯廣治
）（1
（
の父訓導佐伯
熊槌、遥拝所保存の監視兼清掃の事を託せらる。佐伯熊槌は旧萩藩士であり 敬 家であっ 。 」 （坂東編一九一一：一一〇～一一一）とあった。その後、遥拝所は 明治二八年（一八九五）に二の坂に本殿を建立し、滝川神社として認可された
）（1
（
。 （写真１）
　
現在、滝川市には滝川神社を含め、四社（他に江部乙神社
）（1
（
、金刀
比羅神社、空知沿岸交通神社）が鎮座しているが、例大祭の 出を
みると、市内の中心的存在の神社は、滝川神社である。旧滝川兵村地に残 子孫は約六〇戸で、残留率は一五％であるが、屯田兵子孫は先祖を偲ぶ「屯田兵遺徳顕彰会」を結成し
）（1
（
、滝川神社は毎年屯田
兵の慰霊祭典を行っている。行政では、例えば 屯田兵の出身地と姉妹都市を結んだり いうような交流は行われていない。　
筆者は、屯田兵村に創立された神社をほとんど調査しているが
）（1
（
、
同じ士族屯田 屯田兵村における神社の創立由縁には故郷を偲ぶ祭神を求めたり、出身が異なる屯田兵が祭神を巡って争ったりなどしているが、他の屯田兵村と比較す 滝川 社の「天照大 を祀る遙拝所が神社に発展した」 いう創立由縁 、ある意味 屯田兵村として明治政府に従順な特徴である。滝川 村の屯田兵は自らが薦める祭神を主張することは く、それは、十津川 から入植した屯田兵も例外ではなかった。五． 「華族組合雨竜農場」と雨竜十津川村の開村　
続いて、深川市に入植した十津川の人々の動向を探る。北海道庁
初代長官岩村通俊の立案による「北海道土地払下規則 の改正 伴い、明治二〇年（一八八七）六月、殖民地撰定の調査団一行が「深川」
）（1
（
の地に入った。
　
石狩川流域と雨竜川中流の「深川」は、七地域
）11
（
に分け調査され、
結果は『北海道殖民地撰定報文』 （明治二四年）として刊行された。そのなかで、メム原野
）1（
（
の地理について「地味最モ肥沃草原林幾ント
②滝川神社拝殿
（2005 年 5 月 17 日著者撮影）
①滝川神社表参道
写真１　現在の滝川神社（滝川市一の坂町東 1 丁目）
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相半セリ」とあり、豊富な水量のため、農業に適している土地であると報告された。すでに、アイヌが四戸（男十人、女十一人）居住していたとある。 「上川道路」は、明治二二年（一八八九）春に開通しており、さらに、雨竜原野を西から東へ貫通する道路
）11
（
の開削が
始まった。　「北海道土地払下規則」は、一〇年の成功期間をおいて無償で貸し下げる方法をとっていた。出願通りに開墾した土地は、開墾者が払下げを受ける権利を有する事とされ、土地の広さ 原則的に一人一〇万坪
）11
（
とされたが、実態は有力者には優遇された。
　
この規則により、同年一〇月、侯爵菊亭脩
ゆき
季すえ
、
）11
（
侯爵蜂須賀茂
もち
韶あき
、
）11
（
公爵三条実美の連名による「土地御貸下願」が北海道庁長官
永山武四郎宛に提出され、同年一二月一八日、正式許可書が公布れた
）11
（
。彼らの農場を「華族組合雨竜農場」と呼ぶ。道庁勤務の経歴
があっ 菊亭侯爵は三条公爵の甥で、伯父の政治力を期待しての募集で、すでに上白石村での農場経営
）11
（
の経験があった。道庁第二部次
長の浅羽靖や永山武四郎に相談をし、できるだけの助成の約束を得ていた（田島二〇〇四：七）といわれる。　
明治二三年（一八九〇） 、一億五千万坪
）11
（
という広大な土地を確保
した「華族組合雨竜農場」は開墾に着手した。全道農業進歩と殖民事業の益を得るという名目で、道庁協力のもと進めら たが
）11
（
、農場
の運営は、資金難や入植者の募集など計画通りに進展 なかった。　
ゆえに、資金を補うため、借主構成員に浄土真宗大谷光瑩、子爵
戸田康泰、子爵秋元興朝が参加し、労働力不足の一助として、永山長官の尽力により、 樺戸集治監の囚人五十人が開墾の主力となった。初年度の開墾結果は一二五町歩
）11
（
で、当初の開墾計画（五二〇町歩）
の二四％であった。　
明治二四年度の予算書には、 移民を受け入れる規定が明記された。
旅費の支給や農具 補助はあったが、一戸当たり四町歩を四年間で開墾、家族 半数が労働に従事、一戸から 人は農場の作業に従事する義務があり、土地の所有はあくまで農場であった。 「聞き分け小作法」と呼ばれるこの方法は、労働力の確保は難しかった（中川他一九九四：一四八～一四九） 。　
このようななか、明治二四年（一八九一）二月一八日、三条公爵
が病死し、更に農場の前途は困難なも とな 現地指導者は退職し、貸し上げ地の一部を分離・独立し個人農場を経営するために離れていった。労働力不足も解消されないまま、累積赤字額 膨らみ、加え 、官有地払下げ疑惑が自由党河野広中らにより国会で糾弾されるなどの事件があり、農場経営の見直しを迫られた。　
そうして、明治二六年（一八九三）三月五日付で三条 嫡子） 、
蜂須賀、菊亭 戸田の連名で成墾地を除き残地は返地したい旨の願書が道庁に提出され、 「華族組合雨竜農場」は解散となった。同年三月二九日、三条家を除く菊亭 蜂須賀 戸田、大谷は、土地貸下げの請願を提出し 翌日許可を受け 成墾地はそれぞれの出資額に応じて分配された（田島二〇〇四：八～九） 。
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ところで、 『深川風土記』
）1（
（
の冒頭に掲載されている東
あずま
武
）11
たけし （
の寄稿には、
札幌北三条に居住していた東の元に黒塗りの馬車に乗った菊亭侯爵が尋ねてきた逸話がある。東は、菊亭侯爵と馬車に同乗し、豊平館
）11
（
に連行されると、 浅羽靖
）11
（
が来館した。この時、 以下の事柄があった。
　「菊亭侯は威容ある風姿に、温情玉の如き態度で、伯父に當る故三条公の遺志を述べ、如何なる困難と闘ふも、此事業を継ぐは自分を措いて他 ないと云ふ決心を示した。更に我輩に対し、君は前年故郷十津川寄り六百余戸三七百人 雨竜に隣るトップ（今の新十津川）に移住せしめたこと 聞いているが、故公の事業を自分が経営するに就ては、 處も隣村であるし、 是非共君の経験と才気とを以て草莽荊棘の地に人を移して貰いたいと云ふ事であっ 」
（ 『深川風土記』 ）
　
これは、明治二五年（一八九二）の出来事で、同年一一月、菊亭
侯爵の代理人として浅羽靖、譲受人東武との間に第一号契約 結ばれ、農場 メム地域の五百万坪
）11
（
を譲り受けることが決まったので
ある。つまり、 「華族組合雨竜農場」の書類上の解散時期より前 、十津川の人々をメム地域に入植させる計画は進んでいた。　
第一号契約書（中井一九三四：一〇、句点筆者）の第二項には、
「明治二十五年及同二十六年ニ於テ、移住民百戸ヲ北海道新十津川及大和十津川ニ於テ募集シ、一戸ニ付三万坪ヲ割與シ、成効期限ヲ六ケ年トナシ、 右開墾壱万五千坪結了ノ上ハ、 報恩ノ為メ一戸ニ付、三千坪ヲ開墾シ、即チ三万坪墾成ノ上ハ、毎戸六千坪報恩田ニ供セ
シメ、永ク親密ヲ表スル事」と記載され、 「村名ハ雨龍十津川村ト称スル事」と明記された。　
すなわち、一戸に付き三万坪
）11
（
を分割譲与し、六年間で開墾した場
合は所有権を与えるが、その条件として、自分の土地以外も菊亭侯爵への「報恩」ということで、別に定められた土地を一戸に付き六千坪
）11
（
ずつ開墾することが義務付けられたのである。他に、村の基
本財産とするために、一五〇町歩
）11
（
の土地を贈与することが決められ
た。　
東は札幌製糖会社を退職し、メム地域へ移住する側との契約とし
て第二号契約書と、移住契約書の細則である第三号契約書を取り交わした。明治二五年（一八九二）一一月二四日付のこれらの契約書には、譲受人は東武、譲受人に玉置里見外七六名連名調印とある。　
こののち、 「華族組合雨竜農場」は解散 菊亭侯爵 は新たな
土地貸し下げが認められたと前述したが、詳しく菊亭農場の計画を示すと、明治二七年（一八九四）一月から明治三六年（一九〇三）一二月までの一〇カ年を期限に山林四八〇万坪
）11
（
、原野九七〇万坪
）11
（
の
合計 四五〇万坪
）1（
（
が貸し付けられ、起業方法として山林は需要材木
伐採に従い随時移植、移民は初年四〇戸、二 五〇戸、三年四〇戸、四年三〇戸、五年二〇戸 六年二〇戸、計二百戸とされてい （中川他一九九四： 四～一五五） 。　「華族組合雨竜農場」 の成墾地は、 出資金一五百円の菊亭侯爵には、一四一百坪
）11
（
が配分された。これに、 山林と原野が貸し付けられたが、
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年度ごとの開墾計画の配当地積などをみると、符合しない数字が多く、移住契約書にある「一戸 たり三万坪の配分は、必ずしも当初から実施されたものかどうか、 はなはだ疑わしい面もあります。 」 （中川他一九九四：一五四）と指摘される。六．移住者について―中井家と浦家の例―　
明治二六年（一八九三）五月、メム地域に十津川の人々が移住を
開始した。 当初の移住計画が百戸と定められていたので、 「百戸団体」と呼ばれる。　
中井哲太郎
）11
（
は、十津川村から新十津川に移住してから、メム地
域に再移住した。中井家
）11
（
の動向を挙げる。中井は、明治二二年
（一八八九）一〇月二四日に十津川郷を出発し、第二回目の一行として北海道に向かっ 同月二八日に神戸港から相模丸に乗船し、同月三〇日横浜港に着港、一一月四日に函館港に着港し 。函館港で東海丸に乗り換え、一一月五日に小樽港 着いた。小樽からは汽車で市来知、奈
な
井い
江え
などの監獄に仮泊し、一〇日に滝川兵村の屯田
兵屋に四家族と一戸に入居し、越冬した。　
新十津川での新開拓地と居住地は抽選により決められた。明治
二三年（一八九〇）六月二〇日、 中井は当選地に入植したが、 当たった土地は不良な点が多く、同年九月に替地願いを出 、許可され、替地をしている。九月一〇日に替地 家を建て じめ、 四日に上棟、一七日に移住した。簡素な家で、妻トラは家の裏にスゲがある
のに目をつけ、それを刈って干し、冬には草履、草鞋を造り、一足二銭で売って凌いだ。しかし、替地の地味も悪く、農業をやっていくには将来性がないように思われ 一度替えて貰ったので再度という訳にもいかず、明治二六年（一八九三）にメム地域への転地を決意した（田村一九八三：二四～二七）という。　
中井は「新十津川から明治二十六年百戸団体で深川へ来た時は、
一軒の家も見当たらな った。メム一帯はすべて原野で雑草が生い繁り、馬に乗って歩いても草の方 高かったものである。 」 （田村一九八三：二九）と回想する。　
前年二月四日、雨竜川左岸一帯の広大な区域が「深川村」として
設置された
）11
（
が、ほとんどが無人であったので、新十津川村戸長役場
が所轄した。明治二八年（一八九五）六月に深川村戸長役場が
いちゃん
已
の屯田兵舎に一時的に置かれ、翌月に戸長役場 庁舎 完成した。庁舎 周りには、商店も開かれるようになり、徐々に街の様相を呈していった（深川市役所編一九七七：三五六） 。　
メム地域には、十津川村から直接に入植した移住者もあった。天
保一三年（一八四三）生まれの浦
うら
典てん
相
）11
そう （
は、明治一六年（一八八三）
に家督を音吉に譲ったのち、十津川郷連合村会議員 就い い
）11
（
。
浦一家
）11
（
は、明治二七年（一八九四）四月三日に十津川郷を出立し、
同月一九日に北海道に着い 。　
典相の義理の息子音吉は『北海道移住道中記』を残している。移
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住の経緯について「明治二十五年、十津川郷永井村東義次ノ長男東武帰郷ノ際、父典相同人宅ニテ面会ノ際、同氏ノ曰ク、私シ新十津川ヨリ石狩川上流約七八里ノケ所雨竜太ト申ス所ニテ、菊亭侯爵農場四千八百歩引受ケ、新旧十津川人入場セシメ開墾ニ着手セント欲シ、只今募集中ナルガ 北海道ニ移住ハ如何カ迚モ 北海道ハ将来此ノ西川ノ奥ニ住ム様ナモノデハナイト奨励セラレ、大ニ感ジ、其レデハ私共一家引払ヒ、渡道スルニヨリ居住地二戸分、分撰定セラレ置 タシト約束ナル。 」 （中川他一九九四：一五九、句点筆者）と記しており、東よりの勧誘で北海道移住を決断したことが分かる。　
北海道までの道のりは、十津川村より高野山を参詣、大阪と京都
を見物し、伊勢神宮へ参拝し、東京で皇居、 野から汽車で青森へ向かい（一六日午後） 青森から函館を経て室蘭へ上陸、そこから汽車で空知太に着き、滝川兵村に入植していた養女ヨシの弟峯廻春蔵の兵屋に一週間ほど滞在（図２参照） 更に新十津 の親戚の前岡家
）11
（
に滞在し、メム地域への入植を待った。
　
結局、約束していた二戸分の土地は入れず、他の土地ではあるが
典相夫妻がまず入植し、 音吉夫妻と子どもたちは学校の都合もあり、前岡家に留まった。典相夫妻は、前岡家より馬耕を借り 一町歩の畑を開墾し、初年はトウモロコシを収穫 た。浦一家全員がメム地域に入植したのは九月で、転籍を終えたのは一一月三〇日であった（中川他一九九四：一五九～一六〇） 。　
ところで、 移住契約書（第一号契約書第二項）の通りに開拓され
菊亭侯爵に対して「報恩」がどのような成果として現れたかは、岡田論文（岡田二〇〇五）によると、深川市農協に残る「百戸団体」移住者は三九名であり、そのうち菊亭侯爵が保存し、最初に移転登記した「百戸団体」移住者は一三名であったとい 。明治三七年（一九〇四）には、菊亭農場は負債整理のため、札幌在住の五十嵐佐市、五十嵐久助に百戸を超えて土地を売却し、菊亭農場の所有地はすべてなくなったため、移住契約書の内容はほとんどが守られなかったといえる。七．芽生神社の創立由縁と菊水小学校　
メム地域には芽
め
生む
神社が勧請されている。由緒には「移民者は遠
く墳墓の地を離れ、親戚知己の縁なき本道に移住したので、厳かな神社の存否は感化上又は、土着の精神を養う上からも関係が大きいと、移住民一同協議し 社が必要であると決議した。 」 （中田他一九九三：二七）とある。　
東武より嘱託を受けた浦典相が熊野本宮まで参拝、明治二七年
（一八九四）三月二七日に祭神家都御子大神の分霊を拝受し、同年五月一五日に北海道に戻ると、 浦の所有地内に一小社を設けたのが、「芽生神社」の創始である。すでに明治二三年（一八九〇）に、新十津川に十津川村より玉
たま
置き
神社を勧請していた経緯があるためか、
雨竜 村では、母村の神社が分霊されなかったが、玉置神社が鎮座する玉置山は熊野三山の奥の院ともいわ 、 つて熊野本宮に
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玉置神社の遥拝所があったといわれる。　
その後、明治三〇年（一八九七）七月、夜盗虫が大発生して農作
物に被害が出たことから、中井哲太郎が総代となり、出雲大社へ悪虫退散を請願したと ろ、出雲大社から祭神大国主大神の分霊が送り届けられ、浦が預かり小社に共に祀 ている。　
明治三二年（一八九九）一一月一八日、 神社設置の協議がなされ、
村の中央に祭祀の場所と て社殿を造営することが決定する。決議録には、 「新築経費として各戸地主より拾町歩に対し金拾円出金すべき事」と記載されており 三七名の調印がなされた。　
翌年二月に建築が始まり、同年一〇月二日に社殿が落成、三日に
遷宮式が執行され 芽生神社」と奉称 。 の時、明治三〇年（一八九七）に移住してきた香川県出身の黒住教教師玉地光蔵が金刀比羅大神の分霊をメム地域にある端木の空洞を祠として奉遷していたので合祀している。明治三七年（一九〇四）七月二三日には北海道長官に神社創立を出願し、同年八月五日に無格社として許可され、大正九年（一九二〇）には村社に列した。　
現在、菊亭侯爵の土地であった 二二三坪の境内には、明治三三
年（一九〇〇）に建築された当時の社殿が現存しており、昭和四六年 （一九七一） 五月に深川市有形文化財 指定された
）11
（
。建築様式は、
前方の屋根が長く反りがある「流れ造り」である
）1（
（
。境内には、創立
当時の樹木が多く残る。 （写真２）　
宮司は代々浦家が継ぎ、現在（平成二八年〔二〇一六〕 ）は五代
目となる浦隆一氏が禰宜を務めている
）11
（
。今は十津川出身者で芽生神
社の氏子は三戸だけだと伺った。 例大祭の九月九日
）11
（
に神輿が出るが、
氏子は三百戸くらいで、後述するが、氏子は隣村の深川神社周辺が多いという。本家本元は小さくなるとおっしゃられた が印象的であった。　
また、中井哲太郎は神社の総代長となった。中井は、自分の居住
する集落を「私たちの祖先である神を敬い天業に従う」として、 「敬神」と名付けており（田村二〇〇四：九六） 、信心深かった。　
明治四四年（一九一一）からの記録がある芽生神社の「民子調書」
（中田他一九九四：三〇）をみると
）11
（
、例えば、明治四四年度は戸数
一五〇戸（崇敬者二七〇人） 、明治四五年度は二百戸（四百人） 大正二年度は三百戸（六百人） 、大正五年度は四百戸（二二百人） 、大正九年度には五五〇 二七五〇人）と増加している。　
そもそも、 「百戸団体」として、十津川村出身者がメム地域にど
のくらい移住したのか、移住契約書には七七名の署名があるが、実際に入植した戸数は資料により異なり、 詳しく分かっていな
）11
（
。 「伝
え聞くところによると、契約 したものの実際には来なかった人、来てはみたものの湿地や古川、沼等に驚いてあきらめた人、他人に土地を譲って金に替えた人などさまざまだった いう。 」 （西尾二〇〇七：一〇） いわれている。　
明治四二年（一九〇九）六月に芽生神社の境内に「大和十津川百
戸団体開拓紀念碑」が建立されたが、開拓畧誌と共に碑に記載され
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②芽生神社　創建当時の社殿を護る拝殿
③拝殿には、創建当時の本殿が保存されている。
④浦典相が分霊してきた芽生神社の「御祭神」 ⑤ 芽生神社の境内にある「大和十津川百戸
　団体開拓記念碑」（明治 42 年建立）
（2011 年 8 月 12 日、著者撮影）
①芽生神社表参道
写真２　現在の芽生神社（深川市深川町字メム 6 号線本道）
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ている移住者氏名は六五名であった。いずれにせよ、メム地域には十津川郷出身以外の移住者も存在し
）11
（
、他地域の移住者も芽生神社の
氏子となっていったのであるが、現 は隣村の深川神社の氏子数の方が多い
）11
（
。
　
ところで、メム地域に入植した十津川の人々が故郷への帰属意識
を表すものとして、学校の設立がある。一般的に 開拓民が増加するにつれ簡素な教育施設をつくり、それをもとに尋常小学校へ発展するが（中川他一九九四：六一五） 「百戸団体」の入植が完了する明治二七年 一八九四）冬には、移住者から子弟の教育の必要性話題となり、学校を建てようと東武 中井哲太郎、浦典相 上杉米蔵ら八名が発起人となり、入植違反で没収してい 無人の小屋と十町歩を校地に利用し、翌年春に小屋を三間と四間の校舎に改造された。　
校名は菊亭侯爵の「菊」と故郷の十津川村の「川」をメムすなわ
ち湧水の「水」にかけて、 「菊水小学校」と協議された。十津川郷士は楠木正成とも縁があり、楠木家の定紋が「菊水」
）11
（
であり、衆議
一致したという。開校された「菊水小学校」
）11
（
は、中井哲太郎を校主
とする私立で、児童は男子一八名、女子七名の二五人であった。　
明治二九年（一八九六）には児童数が増加し、寄付金を募り校舎
を増やし、翌年五月に北海道庁より「私立 の認可を得た
）11
（
。私立で維持しようとしたのは、十津川村の私立学校「文武館」
を意識しその心意気を示そうとした（中川他一九九四：六一九）と
いう。　
しかし、明治三三年（一九〇〇）四月より、 「私立学校令」が公
布され国の監督が強化、公立の「深川村立菊水尋常小学校」となり、校長も交代した。その後、中井の日記
）1（
（
によると、昭和一〇年
（一九三五） 、大楠公（楠木正成）六百年祭の際、中井が菊水小学校で講演をしている
）11
（
。
　
また、大正期に中井が中心となり「十津川郷人会」が結成され
大正一二年（一九二三）に『十津川郷水害ニ付北海道移住誌』がまとめられている。緒言に「頃日深川町在住郷人会ヲ組織シ、毎年一同相会シテ往事ヲ追憶シ、旧交シ温ムル事トナレ。蓋シ故ナキニアラザルナリ。然リト雖モ、去ルモノハ日々ニ疎シトカヤ 此会亦年ヲ重ヌルニ随ヒ、 由緒散失煙滅シテ折角ノ趣旨モ次第ニ薄レ行キテ、恰モ年中行事ノ慣例ノ如クナランモ測リ難 。茲ニ之ヲ憂フルノ余リ一小冊子ヲ編ミ、汎ク会員諸士ニ頒チ永ク之レヲ子孫ニ伝ヘント云爾」 （十津川郷人会一九二三） とあり、 十津川の人々の離村が多く、歴史を後世に伝えようとした事実が残されていた。　
その後、菊水小学校は、昭和一九年（一九四四）の開校五〇周年
には児童数五百人を超えたが、昭和三〇年代の後半よ 児童数は減少し、昭和四九年（一九七四）の開校八〇周 には児童数は百人を割り、平成五年（一九九三）に深川小学 統合され、九八年の歴史を終えてしまった 中川他 九九四：六一四～六 〇 。
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八．帰属意識と文化変容―結びに代えて―　
十津川の人々は、明治二二年（一八八八）の大雨による天災によ
り北海道の三地域に移住、入植した。本稿で取り上げたふたつの地域の神社の創立由縁をみると 滝川市（滝川兵村）に創立した滝川神社の祭 からは、故郷への帰属意識を伺うことは きなかっ 。深川市（雨竜十津川村）に創立した芽生神社の祭神からは、母村よりの直接の分霊はなかったものの、故郷にほど近い熊野本宮よ の祭神が勧請されていた。また 芽生神社の境内には、百戸団体の入植を紀念する碑が保存され、代々の宮司は現在も十津川出身の入植者の子孫が務めていた。メム地域へ 移住契約書 （第一号～第三号）には、新十津川の「移民誓約書」のように「勤王 由緒」は記されなかったが、教育熱心な十津川 人々は、早々に故郷 文武館のような学校の設立を求め、 また大正期になり十津川郷人会を組織した。　
泉靖一氏は、一九五〇年代に十津川村から主に新十津川への移住
者を詳細に調査しており
）11
（
、論文には、雨竜十津川村に入植した人々
のデータも度々登場する。そのなかで、日本の内地の農村社会のひとつ 特徴は、地縁性と血縁性とがある限られ 広さの土地に重複することで、 一つの緊張した全体像 保持してきたと述べ うえで北海道の初期農村に いて「同一地域内に単独家族や小血縁集団が雑然と居住して、それぞれ 出身地 生活諸様式を保持しつつ、一つの行政的末端を構成していた。新十津川村は、比較的大規模な集団として入植し、当 は母 の分村のような統一性を保持していた
が、現在では、若干の母村の香りは残っているとしても、一般の北海道農村としての特色のなかに平均化されている。 」 （泉一九七二：二九一～二九二）と分析している。　
ある文化＝十津川村が、他の文化＝北海道と接触し、気候、地形、
耕地面積の規模、 「山村」から「農村」へ生業の異なる新しい地域を形成した。十津川の人々は、近代以前から「勤王村であ 」とう認識・意思のもと、精神面が支えられていた
）11
（
。その組織集団が新
たな地域を求め、北海道に移住したとき、個人の差はあるも の、各人が強固な帰属意識を持ち込み 母 のような地域の創出を目指した。　
十津川の人々が入植した三つの移住地域を比較すると、①新十津
川町に入植した十津川の人々は 母村の玉置 社を分霊し、 「移民誓約書」 誓い、文化の継承を求め 事実があったが、②滝川市滝川兵村に入植 十津川 人々は、目立って母村への帰属意識を刻んだ事実はなかった。③深 市 雨竜十津川 に入植した十津川の人々は、芽生神社の創立や菊水小学校の設立などから、新十津川町よりは積極的ではないものの は存在ていた。　
その後、どの地域も母村とは異なる生業への順応もしくは不適
合により移住者 変化、他府県の移住者との接触 どがあり （帰属意識は一旦捨て置かれてしまったかのようにみえ が） 、現在では①新十津川町は特に母村との交流がさ んで、 「現代の新十津川
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町」という「地域」そのものが母村に帰属意識を持つように文化変容したが、②滝川市では（屯田兵の出身地が多いためか）母村と自治体単位での交流はされず、③深川市では芽生神社の周辺に母村の面影をみることが出来た。移住前と移住当初には士気を挙げるうえで、同じような帰属意識を保持していた十津川の人々 入植した地域は、移住した先により差異が生じた。 「十津川」という地名を受け継いだ地域が母村への帰属意識が強く残っている傾向 予想できるが、新十津川町と比較し少人数の入植であった深川市では、母村への帰属意識 ある時期までは強調されてい が、現在は個人での継承・保持に任されており、そ 中で歴史を伝えていこうとしている が芽生神社の役割となっていた。　
ここで、ふたつの文章を紹介する。ひとつは、新十津川郷土史研
究会が、昭和六三年度に新十津川町教育委員会 「新十津川のむかし話」の収集委託を受けて、 『トツク』六号に所収された「田中家炉辺夜噺 で、明治二〇年（一八八七）十津川生まれの田中由忠による「開拓地の食べものの話」の 部である。ふ つめ 、前掲した『深川・メム開拓の祖中井哲太郎伝』をまとめた田 清太郎氏による論考の一部である。　「はじめの二年は政府がくれた。開村記念日に歌う〔土地や農具のうえのみか二年の糧まで賜りし恩賜 村ともいうべきか〕の唄の通りじゃ。これは、維新の時、村の人たちが京都 御所を守った。
北越戦争にも出たし、 そのほかいろいろと天皇さんにつくしたので、移住の時は天皇さんはじめ政府では土地、金、食糧などをくれた。移住後なんども天皇さんの侍従がおいでになって村の様子 見て行かれた。食糧のことを救助米といってたな。二年たって救助米が切れて らは取れた裸麦、稲黍、玉葱黍、馬鈴薯、南瓜などを食べた。米は正月か盆、そ に病人しか食べなかったし、正月の餅は主に稲黍か粟などを使い糯米は少ししか入れなかった。 ・・・・・もも大和は山国で日本の三大秘境の一つに数えられるよう 処であったので米などあろうはずもなく、麦、粟、稗 どが主食だった。病気で死んだ時の悔やみの言葉に〔米養生 ないませず〕と挨拶したくらいの土地でだったので、米を べれなくて それほど辛いと
44
思わなかっ 。4
4
」
（田中一九八九：二二～二三、傍点筆者）
　「暖国に育った人達が北国のしかも未開の土地を開拓するということはその艱難辛苦と う のが、言語に絶し であろう は想像を超えたも であったろう しかし苦労や悪条件だけがあった訳ではない。予想 しなか 明るくて豊かな面もあった る。そもそも故郷の十津川村は山間の僻地で、平野と言えば大和盆地より知らなかった人々にとって、石狩河畔 広茫たる大平原 見るからに驚き あり、昻奮さえ たが、さてそれがすべて彼ら 開拓に委ね れているのだろうと思うと、故郷 あ せせっこましい山間の農耕地と思いくらべて、これこそ真に禍を転じて福とした驚喜
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した一面もあった筈である。国木田独歩の『空知川の岸辺』を読むと、独歩は原生林を恐ろしいものとおびえているが、十津川出身の
4
移住者たちにとって4
、この原生林は頼もしい資源であり
44
、無限の財
4
宝として眼に映じた4
。 彼らはもともと伐木を渡世として、 木材を打っ
て生活した人人であっ から、伐木、運搬、流送などはお手のものである。期せずして無尽の宝庫に飛び込んでき
44
たのである。 」
（田村一九八三：二五、傍点筆者）
　
これらからは、北海道の広大な原生林と、そこから生み出される
耕地面積に希望をもって移住し、 入植地に残留し 十津川の人々は、その後の開墾や貧困の生活を母村と比較した結果、米が食べれなくても苦労とは思わず、 「頼もしい資源・無限の財 」と表現されたように、置かれた境遇を悲観し いなかったことが伺える。　
明治維新となり、政府は中央集権国家を成立させ、身分制を廃止
し、廃刀令、徴兵令（北海道には明治二九年〔一八九六〕 施行）地租改正、学制などの改革を行い、近代的な国民国家の形成を目指した。 そのような時代背景のなかで 天災に見舞われ 十津川 人々が「北門の鎖
さ
鑰やく
の重任によるべきは、十津川人祖先以来忠君愛国の
精神に協ふも 」 （東一九一一：二）という精神で、大日本帝国臣民として、故郷から遠く離れた北海道へ「移住」する動機と ったのが、十津川への帰属意識そのもので、そ 後の生活を乗り越えるエネルギーとなった も、 十津川へ 帰属意識であったと考え
つまり、十津川への帰属意識は、他の文化＝北海道へ順応させることへの一助ともなったといえるのではないだろうか。十津川の人々の入植地（特に新十津川町、深川市）は、単純に北海道農村へと平均化されていく道を辿ったのではなく、母村よりは生活が豊かになるはずといった葛藤と希望があった。十津川の人々は、 「勤王村である」という母村 誇 高い帰属意識を持ちながら、 「母村よりは生計を立てられるはず」 いった母村への屈折した帰属意識へと文化変容させ、開拓に挑んだのである。そして、現代で 母村への帰属意識は「地域」または「神社」という集合 つ がりを保持し地域振興を図る契機へ 文化変容させたのである。　
最後に、筆者は、前稿（１）にて、東日本大震災の発生に伴い、
住み慣れた場所から「移住」し、新天地で 生活 余儀なくされた人々の「移住」に伴う故郷への帰属意識の必要 有無を提示する述べていた。十津川の人々の例をみ 「移住」し 後、現在において物理的に先祖の故郷とつながるもののひ つが神社 存在で、先祖を偲ぶ窓口の役割を果たしてい と感じた。すなわち、移住者の生活が安定し、 いつか必ず故郷を偲ぶ時がくる を考える帰属意識は人間 生きていく限り、世代 超えていくものだということを確信した。これは、 後世 ため 、 震災関連 慰霊碑やモニュメント、地名など 目を背けたくなるような記録でさえ 、積極的に残すべきだという提案となる。そこに、歴史、地理空間から現代を考える社会的意義が見出されるのである
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今後の課題として、 近代国家形成期に北海道の他の地域（例えば、
伊達邦直の当別移住、伊達邦成の有珠郡移住など）に移住した入植者と神社の関係を調査し 入植者の帰属意識の変遷とその後を調査し、更に比較を続けていきたい。また、十津川の人々は、昭和一五年（一九四〇） 、満州十津川分村に四百名近くが入植し、開墾予定地の丘を玉置山と名付け、玉置神社を分霊している。将来的に十津川の人々の満州開拓団も調査した と思っている。［付記］　
本稿は「明治期の十津川水害による三地域への北海道移住の比較
―帰属意識と文化変容―」の第三論文に該当する。第一論文は奈良県吉野郡十津川村に係る研究史、歴史背景、帰属意識の所在について『民俗と歴史』第三〇号に、第二論文は北海道新十津川町を事例に『民俗と歴史』第三一号に掲載した。　
また、本論文を作成するにあたり、玉置神社官司の榊木雅一氏、
新十津川神社官司の山形秀晴氏、新十津川町役場教育委員会、滝川兵村屯田兵子孫の菅原武男氏、芽生神社禰宜 浦隆 氏に大変お世話になった。記して御礼申し上げます。［註］（１）
 ①新十津川町における新十津川神社については、前稿（２）にて分析した（ 『民俗と歴史』第三一号、二〇一三年、民俗と
歴史の会） 。
（２）
 平成二九年（二〇一七）一月現在の人口は四一二四一人（二一五二四世帯）である。
（３）
 上川道路は、 樺
かば
戸と
集治監の囚人を使役し、 九〇日間で幅二メー
トルの道路を仮開通させた。本工事は、 明治二〇年 （一八八七）六月から樺戸 ・ 空
そら
知ち
集治監の囚人を使役し、幅五 ・ 五メートル、
両側に排水溝を設置する道路が建設された。現在の国道一二号線である。
（４）
 屯田兵の入植地は、石狩川流域の都市、または集落景観の発展と一致している。 （屯田兵村の分布が） 「もっとも密な は中央凹地帯、及び札幌―勇払低地帯であり、現在の人口周密地帯とほぼ一致している。 」 （谷岡一九六三：二一五）という指摘の通り、明治期に形成された屯田兵村 基盤としてその後の都市形成が進められた。
（５）
 生没年は天保八年（一八三七）～明治三七年（一九〇四） 。薩摩藩出身。明治一 八五 五月 陸軍少将、屯田兵副本部長となり、明治二一年（ 八八）六月より二代目の北海道庁長官に就任した。
（６）
 永山武四郎は、屯田兵村適 調査のた 幾年も費やし全道をくまなく歩いている。これ以前、明治一九年（一 八 ）にも調査に出かけており、随行した栃内元吉が『明治十九年屯田兵本部長 将軍北海全道巡回日記』 （北海道大学付属図書
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館北方資料室所蔵）を残し、札幌から手塩方面への調査の詳細について報告している。
（７）
 明治二二年（一八八九）一〇月中に移住した第一回目の一行は七六六名、第二回目の一行は八一二名、第三回目の一行は九一二名。その後、翌年七月に、第四回目の一七七名の移住があった。総計六四〇戸、 二六六七名が北海道へ移住した （ 「十津川村歴史民俗資料館資料」 ） 。
（８）
 この後、明治二四年（一八九一）の屯田兵配備表改正 より第二大隊の所属となり、本部は滝川におかれ、第二大隊の第一中隊・第二中隊は札幌地域の江別兵村 第三中隊・隊が滝川兵村となった。
（９）
 平成一五年（ 〇〇三）に北海道屯田倶楽部が編集・発行した全道三七屯田兵村の入植者を名簿としてまとめた書籍である。これまで不詳であった が再調査され、屯田兵の出身地、生年月日、入植年次、系譜などが明晰にされた。だが、屯田兵村により記録に不確かな点もあり、入植者の氏名だけに留まっている記録もある。本稿における入植者の出身地に関する調査は、この書籍によるものである。
（
10） 大正一二年（一九二三）生まれ。明治二三年（一八九〇）七月に山形県から入植した菅原庄次郎の孫である。平成一七年（二〇〇五）五月一七日の聞き取り。
（
11） 『屯田兵名簿』にある滝川兵村の屯田兵には風穴姓はない。結
婚してからの姓なのか、旧姓は何であったのか、いずれも記録がないため不明である。尚、風穴カン氏よりの聞き取りは、滝川の開基八十年記念 滝川市郷土史研究会に 作成された『わがふるさと』による。
（
12） 屯田兵村の兵屋配置が、明治初期は「密居制」 、明治二〇年代は「疎居制」になった理由は、屯田兵設置の目的が警備重視から開拓重視へ移行していっ ためである（増田一九六二：九二～九三）と指摘されている。 「密居制」 、隣人関係 は極めて融和がとれたが、耕地 遠 か通い作上に時間 ・労力的に相当無駄が多かった。 「疎居制」は、一七八五年以降にアメリカで実行されたタウンシップ制に倣っ といわれが、通い作上は有利だが、対人関係上不利で兵落の融和がなかなかとれず、且つそれによる協力 弱く、ひ では生産意欲の低下を促すとされた。明治三〇年代になると、短冊型の土地割で兵屋は任意の位置を決めるという いう半密居制、言い換えれば半疎居制の兵屋配置がなされた。
（
13） 野崎貞次は、明治一九年（一八八六）に入植が完了した札幌地域における江別兵村において、明治二三年（一八九〇）に勧請された江別神社の前身となる遙拝所の発起人にも名前を連ねている（遠藤二〇〇六：三八） 。大隊本部が江別兵村から滝川兵村に移動したため、野崎は滝川兵村に転勤となった。
（
14） 『屯田兵名簿』に残る佐伯姓は「佐伯寅吉」だけで、いずれの
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記述違いであるのかは、明確にできなかった。
（
15） その後、大正七年（一九一八）に村社、昭和三年（一九二八）に郷社、昭和一一年（一九三六）に県社に列せられた。
（
16） 江部乙兵村において、屯田兵村が創立した神 である。もともと 町であったが 昭和四六年（一九七一）に滝川市と合併し、滝川市江部乙町となった。
（
17） 滝川地域では平成二年（一九九〇）に追跡調査を ところ、その後の所在が分かる滝川屯田兵の子孫は一七八戸であった。
（
18） 『近代開拓村と神社―旧会津藩士及び屯田兵の帰属意識の変遷』 （御茶の水書房、二〇〇八年）に各屯田兵村についての調査が掲載されている。滝川兵村も例外ではない。
（
19） 深川は、アイヌ語で「ラウネナイ」 （＝深い川）を意訳したものである。明治二三年（一八九〇） 、道庁の命をうけ 上田方正が空知・上川でアイヌ語で呼ばれている地名を調べ、新しい地名の選定に当たった。当時、道庁はアイヌ語に漢字を当てはめる はなく、意訳したも にしよう 考えてた。上田は『北海道蝦夷語地名解』を著している（深川市編一九七七：三七二～三七三） 平成 九 二〇一七）一月現在の人口は二一五五三人（一一〇〇〇世帯） あ 、
（
20） 雨竜川ポンヌポロマップ上流原野、タトーシ原野、メム原野イヂヤン原野、ヲサナンゲ 原野、 太ヲトエボッケ原野、
雨竜川上流原野の七地域である。
（
21） 「メム」 はアイヌ語で 「水が湧き出る沼に魚が多く入るところ」 。江戸時代の蝦夷地地図にすでに使われている。メムに「芽生」の漢字を充てた経緯はわかっていない。
（
22） 雨竜から妹
も
背せ
牛うし
、深川、納
おさむ
内ない
、神
かむ
居い
古こ
潭たん
に至り、上川道路と
連結するという経路であった。
（
23） 約三三ヘクタール。
（
24） 生没年は安政四年（一八五七）～明治三八年（一九〇五） 。元治元年（一八六四）に藤原氏北家閑院流西園寺家の庶流る今出川家を継ぎ、この時菊亭姓に改姓した。明治一一年（一八七八）に開拓使御用掛となり、明治一七年（一八八四）に侯爵を授けられた。
（
25） 生没年は弘化三年（一八四六）～大正七年（一九一八） 。徳島藩一四代藩主。明治維新後、フランス公使、東京府知事、文部大臣などを歴任している。
（
26） 明治二二年（一八八九）一〇月一八日、外務大臣大隈重信が玄洋社団員の来
くる
島しま
恒つね
喜き
に爆弾を投げられ右足切断という重傷
を負い、二五日に内閣総理大臣黒田清隆は全閣僚の辞表を提出した。明治天皇は、 のみの辞表 受け取り、閣僚は続投させ、内大臣であった三条実美に内閣総理大臣を二カ月間兼任させた時期であった。時の内閣総理大臣の名で「土地御貸下願」が出されたことについて「一説には、岩村
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長官が高位高官の移住も念願しての懇請でもあったという。その背景には［北の都北京］建設の夢があったとされる。その計画は次の長官、永山武四郎に引き継がれ、今 旭川市神楽岡に伝えられる［上川離宮］候補地の称である。 」 （田島二〇〇四：六）と分析されている。岩村長官とは、旧土佐藩出身の岩村通俊のことで、 佐賀県権令、 鹿児島県令 沖縄県令、司法大輔を経て、明治一九年（一八八六）に北海道庁 初代長官となった。明治二一年（一八八八）には、長官は永山武四郎に交代しており、元老院議官に就任し いる。
（
27） 明治二〇年（一八八九） 、札幌育種場より上白石町（現札幌市白石区） の桑園五町歩を三年間の期限で無償で貸与されていた。
（
28） 約四九六五〇ヘクタール。
（
29） 三条家文書のなかに農場許可の前後にまとめられた「大農場設計解説」の記録がある。具体的な農場経営 計画 、発起兼起案者は浅羽靖、菊亭脩季、主筆は柳本通義 協力者内田瀞らで、内田 明治二〇年（一八八七） 道庁植民地選定の責任者であった（田島二〇〇四：七～八）
（
30） 一町歩は約一ヘクタール。よって、 二五へクタール。
（
31） 明治二三年（一八九〇）に十津川から移住した中井哲太郎による手記で、昭和九年（一九三四）に東武より刊行された。
（
32） 明治二二年（一八八九）の水害の後、十津川の人々を北海道へすぐに移住させるため、積極的に動いた人物 一 。詳し
くは前稿（２）を参照。東は明治二三年に法学院（中央大学の前身）卒業後、札幌製糖会社に就職していた。
（
33） 明治一三年（一八八〇） 、現在の大通に面する中島公園に開拓使が建造した西洋ホテル。最初の宿泊者は明治天皇で、以後要人の宿泊などに用いられた。
（
34） 浅羽は、明治二四年（一八九一）四月に道庁第三部長・会計主任官を退職し、東が勤務する札幌製糖株式会社 社長 就任していた。加えて 明治二〇年（一 八七）より北海英語学校（現北海学園） 校長も務めて た。
（
35） 約一六五三ヘクタール。
（
36） 約一〇へクタール。
（
37） 約二ヘクタール。
（
38） 約一五〇
（
39） 約一五八七ヘクタール。
（
40） 約三二〇七ヘクタール。
（
41） 約四七九三ヘクタール。
（
42） 約四 ・ 六ヘクタール。
（
43） 昭和五八年（一 八三）一月～三月、北空知新聞に深川市立菊水小学校の校長として 年間奉職した（昭和四八年〔一九七三〕に定年退職）田村清太郎により「中井哲太郎伝」が連載され、同年 月『深川・メム開拓の祖中井哲太郎伝』（フタバ印刷）としてまとめられた。それによると、文久三年
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（一八六三）に生まれた哲太郎は、堺県下等小学校、小学校高等科、平谷師範学校で学んだ。また、元治元年（一八六四）に孝明天皇の勅命により創立した文武館にも通い剣術も学んでいる。 治一四年（一八八一）に同じ十津川村よりトラを娶ったが、妻を置いて上京、明治 七年（一八八四）九月に宮内省門部試験に合格し、宮内省に勤めた。しかし、二年足らずで辞め、宮内省警察署警手に就いたが、制度廃止になり失職、帽子製造職人となるが廃業し、上京から四 後に川に戻ってきた。 帰郷後、 湯泉地の役場に勤め始める。 そこで農閑期である一一月に十津川郷第二懇親会を開き、会員 六名の若衆頭とな 。その後 吉野郡有志会 倭蚕事会武蔵支部副幹事などを歴任 明治二二年（一八八九）五月 十津川郷村会議員に当選した。そして、同 八月 十津川 水害が発生したのである（田村一九八三：一二～ 七） 。
（
44） 中井家は、哲太郎（生没年・文久三年（一八六三）～昭和二七年（一九五二） ） 、妻トラ（生没年・慶応二年（一八六六）～昭和四一年（一九六六） ） 、長男富茂（生没年・明治一六年（一八八三）～大正六年（一九一七） ）の三人で移住した。父幸吉は大和十津川に残った（母シゲは哲太郎五歳の時分（慶応四年（一八六八） ）に死去） 。トラ 一六歳（ 四（一八八一） ）で嫁し、中井夫婦には、北海道に移住後、さらに七人の子に恵まれた（五男三女） 。
（
45） 雨竜郡のなかで雨竜村の区域を確定し、その他はすべて深川村となったので、のちの一
いちゃん
已、納内、多
た
度ど
志し
、幌
ほろ
加か
内ない
、秩
ちっぷべつ
父別、
妹背牛の全域を含む広大なものであった。当面は雨竜村を行政の対象にするために行った なので、当時として問題にべきことでは かった（中川他一九九四：一四五） 。
（
46） 元治元年（一八六四）に皇室の宝物が加茂 神庫へ納められた時、十津川郷士がそ 守衛 任となり、浦はそ ひとりとして、一年半の間勤務した。ま 、慶応三年（ 八六七）には、公卿鷲
わしおのたかつむ
尾隆聚を盟主に天皇親政を唱える浪士百名が高野
山に結集、挙兵した時 義挙に加わり、東二番隊一等伍長として十津川郷士第 御親兵となった経歴を持つ一九九四：一五八） 。
（
47） 明治 年（一八八六 、浦家が居住していた小山手の全戸出雲大社教に改宗したときは世話掛となっている。小学校入社式を行ったら いが、改宗の理由は、何か特別な契機があったとしか伝わっていない（中川他 九九四： 五九） 。新十津川村でも出雲大社教が伝わっており、詳しくは前稿（２を参照されたい。
（
48） 一家は、浦典相と妻キク、養女ヨシ、婿音吉、三人の男 子、親戚からの預人の二人の娘の計九人の一行であった
（
49） 養女ヨシは、前岡重蔵の三男である音吉を婿としている。つまり、前岡家は音吉の実家である。
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（
50） 拝殿（前殿）は、明治四四年（一九一一）七月に完成した。その後、 昭和一一年 （一九三六） の天皇行幸の記念事業として、本殿修繕及び拝殿改築がなされた。本殿を保存するために、屋根を銅板葺とし、その上に上家鞘掛を新築してい 。その後、終戦直後と昭和四五年（ 九七〇）にも本殿の保存のめ修理をしている。
（
51） 木材はメム地域の立木 ヤチダモ 巨木であり、当時二五歳の高橋信太郎が龍などの繊細な彫刻を含め建築した。十津川から 移住名簿には高橋姓がないので 他地域からの移住者かと思われ、後述するが、浦氏よりの聞き取りによると、高橋氏は深川 人ではなかったと伝わっているという。現在本殿の戸は開 なくなってい 。
（
52） 浦隆一氏は、音吉の五男精吾の長男巌の息子である。芽生神社の歴史を後世に残す活動を熱心に行っている。ちなみに音吉の四男武四郎の長男真也は深川神社の宮司を務めた（平成二三年（二〇 一）八月一二日の聞き取りより）
（
53） なぜこの日が例大祭なのか その理由は不明と伺った。
（
54） 口伝では「芽生神社本殿は深川市開拓初期 移住民氏子百五十戸が小豆七十表 （推定三百円） 寄附により御造営し 」（傍点筆者、中田他一九九三：四八）と伝わる。
（
55） 例えば、移住契約書の代表として署名していた玉置里見 、新十津川において、明治二八年から明治三二年頃に及んでア
イヌ給与地二三戸を横領した罪で、明治三三年（一九〇〇）六月に拘引入獄されているが、これにより明治三〇年前後には新十津川に居住していたこと 明らかであ 、これ以前に契約書の通りにメム 域に実際に入植を果たしたのかは明らかでない。
（
56） 菊亭農場では、入植者が予定に満たないため、 治三〇年（一八九七）には石川県より四八戸の移住者を導入している。加賀団体と呼ばれ、移住費・開墾費の支給や小屋係料の貸与はあったが、農場の方針は「小作 法」による未開地開拓で一戸一万五千坪が配当され 開墾年期は四年とされ 。小作料は初年は免除され、以後開墾完了の四年目までは通常小作料の三分の一、 年目から普通の小作料が徴収されることになっていた（中川他一九九四：三四二） 。ちなみに、加賀団体の場合は、入植地に石川県の白山比咩神社からの分霊を祀った白山神社を勧請した。
（
57） 深川の市街地が形成されるに従い、明治二九年（一八九六） 、市街の中心となる仲町五丁目に浦典相 東武、上中福男 大塚直吉、滝口専之助、堀藤 郎、北倉文五郎らが協議し、武天皇と「華族組合雨竜農 」 象徴であった三条実美を祭神にしよう 、三条家の氏神梨木神社を 霊し 小さな社殿を建立した。しかし、明治三五年（一九〇二） 神社創立願書を道庁に提出したところ、梨木神社の祭神は実美の父三条
― 63 ―
実方であり、神社とするには難があるということで、祭神を大国大神と改めて提出した。書類上のことで、氏子は神武天皇と三条実美を祀った神社として崇敬していたらしい。実際に三条実美が祭神とな のは大正四年（一九一五）であった（中川他一九九四：九四三） 。現在、 「深川神社」 して鎮座しており、当初、浦が神官に就いた。浦は明治三五年（一九〇二）に後備役に編入された一
いちゃん
已兵村所属の屯田兵の
柏山儀市に譲った。和歌山県出身の柏山は、代々神職で、前年納
おさむ
内ない
神社の祭務を依頼された経歴を持つ。その後、再び浦
家の養子である音吉が芽生神社と兼任となる。 「百戸団体」の名簿をみると、浦、東、上中は十津川郷 であるが 後者は記載がないので 他地域からの入植者 思われる。その後二回の移転を経て、明治三八年（一九〇五）に菊亭侯爵より七二〇坪 寄附 受け、現在 （六条四番）に奉遷した。
（
58） 札幌市白石区にも菊水という地名が残っているが、これも菊亭の「菊」と豊平川の「水」を結びつけたことが由来である。
（
59） 教師は四国からの移住者で滝川に居住してい 松田源重を招へいし、給与は当分の間豆や栗 ど 現物支給であ
（
60） 近隣では、明治二八年（一八九五）九月に北一已第三中隊屯田兵村の「第三深川尋常小学校」 、翌年五月南一已第四中隊屯田兵村の「第四深川尋常小学校」が開設された。
（
61） 『深川・メム開拓の祖中井哲太郎伝』に所収。
（
62） 昭和二二年（一九四七）に学校は火事で全焼、古文書類は焼失し、完全な学校沿革がなくなってしまっている。また、菊水小学校は
 明治三八年（一九〇六）四月には高等科を併置
して「菊水尋常高等小学校」と改称した。当初、深川村には深川、菊水、妹背牛の三校に高等科を併置する予定であったが、義務教育ではない高等科の教育費は学校所在地の集落が負担するので、菊 以外の維持は経済的に困難と考えたが、深川・妹背牛の反対があり、結局 併置された（中川他一九九四：六一九） 。深川・ ・芽生の集落では、大正一〇年（一九二一）に、町基本財産や下水道に関連して分村問題が起きている。
（
63） 『泉靖一著作集二
　
フィールドワークの記録 （二） 』 （読売新聞、
一九七二年）に所収されている「村落組織における血縁結合と地縁結合」 、 「ある文化変遷のモノグラフ」 ど。
（
64） 近代以前の十津川の人々の「勤王村である」という帰属意識の形成過程については 前稿（１）にて分析した。
［引用文献］東武（一九一一） 『遠を津川』上巻
　
東武（久末末吉印刷）
泉靖一（一九五〇） 『社会学講義資料Ⅰ
　
或る山村のモノグラフ』
敬文堂
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泉靖一 （一九七〇） 『泉靖一著作集二
　
フィールドワークの記録 （二） 』
読売新聞社
伊藤廣（一九七九） 『屯田兵村の百年』中巻
　
北海道新聞社
遠藤由紀子 二〇〇六 「旧会津藩士における神社の研究―琴似兵
村と江別兵村の比較から―」 『昭和女子大学大学院生活機構研究科紀要』第一五号
　
三一～四三頁
遠藤由紀子（二〇〇八） 『近代開拓村と神社―旧会津藩士と屯田兵
の帰属意識の変遷』御茶 水書房
遠藤由紀子（二〇一二） 「明治期の十津川水害による三地域への北
海道移住の比較（１）―帰属意識と文化変容―」 『民俗と歴史』第三〇号
　
民俗と歴史の会
　
二七～四五頁
遠藤由紀子（二〇一三） 「明治期の十津川水害による三地域への北
海道移住の比較（２）―帰属意識と文化変容―」 『民俗と歴史』第三一号
　
民俗と歴史の会
　
七六～九四頁
岡田齊（二〇〇五） 「深川村字メム、菊亭農場「百戸団体」入植―
土地登記にみる開拓者―」 『空知地方史研究』第三九号
　
二六
～三二頁
金子協平、金坂吉晃、国兼昇、白水務、中 武男、野田四郎編
（一九七〇） 『開基八十年記念滝川小史
　
わがふるさと』滝川
市郷土史研究会
小林博明（二〇〇三） 『屯田兵名簿』北海道屯田倶楽部滝川市史編（一九八一） 『滝川市史』滝川市
田島源一 （二〇〇四） 『菊亭脩季侯爵百年祭記念誌
　
芽生と菊亭侯爵』
菊亭脩季侯爵百年祭奉賛会
田中弘明（一九八九） 「田中家炉辺夜噺」 『トツク』第六号
　
新十津
川郷土史研究会
　
一一～二三頁
谷岡武雄（一九六三） 『平野の地理』古今書院田村清太郎（一九八三） 『深川メム開拓の祖中井哲太郎伝―深川雑
記他―』フタバ印刷
十津川郷人会編（一九二三） 『十津川郷水害ニ付北海総移住誌
　
附
メム移住略記、十津川管革沿革記』十津川郷人会
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